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三月の行事から

家族会主催「実演・試食　手打蕎麦」
～春恒例職人実演の手打ち蕎麦　横山智慧子～
横山さんの俳句のとおり、三月二十六日、家族会主催の「手打蕎麦の会」が、二階のフロアで行われました。
蕎麦打ちの職人さんは、昨年も来てくださった日原さんと丸さんです。二人で説明と実演を担当して下さっています。
「今年は北海道産の蕎麦粉です。二八の蕎麦を打ちます。蕎麦粉を長い工程で細く長い蕎麦にします。細く長く健康でいられるように願いを込めて打ちます。

振るいで粉の不純物を取り除きます。常温の軟水を少しずつ加えます。分量は、季節により、湿度により調整します。さらさらから粟粒→小豆→大豆→空豆の大きさにしこねて、くるくると円盤状にまとめます。
　そしてのし棒でゆっくり、ゆっくり伸ばします。慌ててやるとヒビが入ってしまいます。短くなってしまいます。無駄なく、折って切れるように「つのだし」をしながら伸ばします。
　同じ厚さ（薄さ）で伸びたら、包丁のサイズにたたんで、コマ板と蕎麦きり包丁でとんとんと切ります。

　さあ～どなたか、やってみたい方いらっしゃいませんか？」

「私は試食係だから」と尻込みされる方が多い中、ショートステイ利用の方が「私、昔よくやったのよ。」と進んで前に出てくださいました。手際よく蕎麦粉をふって、上手にのしを見せてくださいました。（拍手喝采でした。）
　さあ、お楽しみの試食会！

家族ボランティアの皆さんが、「私は盛り付け。」「私は汁。」「私は薬味担当します。職員さんが配ってね。」と段取り良い役割分担で、皆さんの手元にお蕎麦の椀が届きました。
「蕎麦の良い香りがする。」「打ちたて、茹でたてで美味しい！」

「今年の蕎麦が一番おいしい！」とお替りの注文もたくさんありました。
「ダイエット中なので、お替りできて、うれしくて美味しかった。」とＹさん。今年も、「お替りの横綱」はＦさん、Ｓさんでしたね。

　「どの利用者さんも楽しんで、喜んで下さった。来年は（新しい特養への）引っ越しで忙しいかもしれないけれど、またやりましょうね。」と家族会の皆さんが、片づけながら感想を話されていました。（賛成！）
四月の行事から　　お花見
一か月も前から、お花見の担当が、「四月四日と五日に、このコースを、この方たちと散歩に行きます。」と予定を組んで、準備をしていました。

いよいよその日が近づいても四日の天気予報は「雨」。そんなこともあろうかと、室内でのお花見スポットでの写真撮影とお花見饅頭のお茶会を楽しみました。
五日も午前は雨、午後は晴れるとのこと。なんとしても、お花見の散歩にも行きましょうと希望者を募り、二十名の方と散歩に行きました。

ここのところ新河岸川沿いはマンションが立ち並び、川沿いの散歩道が整備され、桜並木ものびのびと枝を広げて、満開の桜がみなさんを迎えてくれました。

車椅子連ねて行くや桜咲く　　Ｔ・Ｋさん
お知らせ＊内容を確認の上、サイン・捺印の上ご返信下さい。
　今回、年度の変わり目ため、左記書類を同封しております。

①平成二十七年度の預金報告（三月三十一日付）→精算確認書

②平成二十八年度の緊急連絡先

③（新特の）意向調査

④（個別の期間により異なりますが）栄養ケアマネジメント、個別機能訓練計画、ケアプラン等

入所のお知らせ　　　　　　　　　Ｙ・Ｔ　さん

Ｙさんは大正一五年六月月生まれ、八十九才。
時々聞こえが悪い時がありますが、あらためてゆっくり説明をすると「そうですか、分かりました。ありがとう。」とお返事をされる穏やかな方です。
また、隣の方の食事が進んでいないと、「美味しいですよ。食べると元気になりますよ。」等優しい声をかけて下さっています。みなさんで気持ち良く生活できるように、心配りもして下さっています。ありがとうございます。

どうぞよろしくお願いいたします。
家族会（報告）　（三月二十六日）報告・（家族会書記）
●施設長の挨拶
・さくら荘運営へのご理解ご協力、ありがとうございます。桜が開花し始めました。先日、隣の浮間小学校の卒業式に参加しました。懐かしさと共に、昔と少しも変わっていない子どもたちの様子に驚きも感じました。利用者の皆さまもこんな時を過ごした時があったのだろうと、しばし思いを馳せていました。

●スタッフからの報告
・三月に入り風邪の方が増えました。風邪が改善せず、六人が入院されています。
　感染の原因は、寒さ、高齢で抵抗力の低下です。対策として、投薬のほか、風邪気味の人を部屋にまとめたり、食事の席を変更するなどを講じています。（看護師）
・新施設は順調に建設が進んでいます。今後は、ベッドや食事テーブルなど備品の選択、部屋のネーミング、スタッフ研修など、様々な準備作業を行っています。
スタッフ一同、情報を共有し、緻密な準備をしていきます。今後も進捗状況をご報告します。（相談員）
・三月三十一日付で定年退職をいたします。十二年と三ヶ月、さくら荘に務めました。勉強させて頂きました。
お世話になりありがとうございました（主任看護師）
・（主任には）退職後も、しばらくの間、さくら荘で仕事のサポートをしていただくことになっています。（相談員）
・病院、在宅、特養などで六年間、看護の仕事をしてきました。主任になるのは不安もありますが、さくら荘の皆さんが好きなので頑張りたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。（看護師）

●参加した家族の皆さんから、退職となった坂尾主任看護師に感謝と労いの言葉を贈りました。
・いつも若々しいので定年とは驚きました。

利用者のことはモチロン、家族の気持ちも考え、いろいろ声かけして頂きました。安心と信頼をしていました。これからもお元気で、これからもさくら荘のみんなを支援してください。
●実演・試食「手打蕎麦」（内容は前記のとおりです。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★四月の家族会・定例会は、四階フロアで


平成二十八年四月二十三日（土）午後一時三十分～


　多数の方のご参加をお待ちしています。








